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研究成果の概要（和文）：顔面神経麻痺の後遺症である病的共同運動に対して、リハビリテーション治療（リハ
ビリ）が行われる。今回、効果の高いリハビリを行うために必要な(1) 適応患者の予測 (2) 至適な開始時期、
(3)病的共同運動の評価法についての電気生理学的研究を行った。Electroneurography(ENoG)の値が45％以下の
患者が病的共同運動を合併するリスクがあるためリハビリの適応となること、リハビリは病的共同運動が出現す
る前から行うが、病的共同運動の出現時期をENoGから予測するのは困難なこと、瞬目反射を用いた迷入再生率の
評価は、病的共同運動の目から口のパターンの評価に適していることが示された。

研究成果の概要（英文）：Rehabilitation is required to prevent synkinesis, a sequela of facial palsy.
 We investigated the indications of patients, optimal timing to start rehabilitation, and method of 
evaluating synkinesis to ensure effective rehabilitation. We found that patients with <45% 
electroneurography values required rehabilitation, and the optimal timing to initiate rehabilitation
 was difficult to predict with electroneurography. We also found that an aberrant regeneration ratio
 with the blink reflex was suitable for evaluating ocular-oral synkinesis. 

研究分野： rehabilitation medicine

キーワード： facial palsy　synkinesis　rehabilitation 

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により、顔面神経麻痺の不快な後遺症である病的共同運動に対するリハビリテーション治療（リハビリ）
についての適応患者や治療の開始時期、症状のパターン別の電気生理学的評価について有用な知見が示された。
病的共同運動は完全に治癒させることは難しいが、今回得られた知見により効率的にリハビリ行うことができれ
ば、その予防と改善を促進することができる可能性がある。また、今回の知見は、病的共同運動の原因とされる
顔面神経の興奮性に対するリハビリの効果といった今後の生理学的な研究においても有用であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
末梢性顔面神経麻痺後には、病的共同運動および顔面拘縮といった不快な後遺症が起こる。こ

のうち病的共同運動に対しては、ミラーバイオフィードバック療法を主としたリハビリテーシ
ョン治療 (以下リハビリ) が行われる。病的共同運動の原因の一つには、顔面神経運動ニュー
ロンの興奮性の増大があると考えられている。そこで、今回の研究では、顔面神経運動ニューロ
ンの興奮性に注目して、リハビリテーション治療の効果を電気生理学的に調べることを目的と
した。しかし、研究期間における新型コロナ感染症の流行により、外来でのリハビリテーション
治療が休止されていたため、顔面神経麻痺患者のリハビリテーション治療が充分に実施できな
い状況が現在まで続いた。そのため、感染状況に応じて計画を修正し、本研究の鍵となるリハビ
リを効果的に行うために必要な(1) 適応患者の予測、(2) 至適な開始時期、(3) 効果判定に必
要な病的共同運動の評価法についての電気生理学的研究に重点を置いて進めた。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) リハビリ適応患者の予測 
リハビリは、病的共同運動が合併するリスクのある患者が対象となる。これまで病的共同運動

の合併リスクは、顔面神経の神経伝導検査の一種である Electroneurography (ENoG) の値が約
40%以下の患者とされていた。しかし、40%以上の患者でも、病的共同運動を合併する患者が存在
し、こうした患者はリハビリを行うべき対象から外れてしまうことがあった。そこで、今回、リ
ハビリの適応患者をより正確に選定することを目的に、我々の開発した正中法という記録方法
を用いた ENoG で、病的共同運動のリスクに対する ENoG 値のカットオフ値を調べた。 
 
(2) リハビリの至適開始時期の検討 
リハビリの対象となる病的共同運動の出現時期は、発症後 3-6 カ月に出現するとされており、

出現時期にばらつきがある。病的共同運動に対するリハビリであるミラーバイオフィードバッ
ク療法は病的共同運動が出現する前に、これを予防する方法である。したがって、病的共同運動
が出現する時期を予測してバイオフィードバック療法を開始できれば、病的共同運動の予防を
効率的に実施することができると考えられる。しかし、病的共同運動の出現に影響する因子はま
だ明らかではなく、重症度との関係も不明である。そこで、病的共同運動が出現する時期を予測
することを目的に、重症度の反映である ENoG 値と出現時期との関連を調べた。 
 
(3) リハビリの効果判定に必要な病的共同運動の評価法（病的共同運動の評価法） 
病的共同運動の重症度やリハビリの効果判定には臨床所見が用いられるが、客観的な評価法

に電気生理学的検査による方法がある。病的共同運動に対する電気生理学的評価には瞬目反射
を用いた迷入再生率がある。瞬目反射は、三叉神経の第 1枝への電気刺激によって眼輪筋に誘発
される反応 (R1, R2)であるが、病的共同運動がある患者では口輪筋など、眼輪筋以外の顔面筋
にも電位 synergic potential (S1, S2) が誘発される。病的共同運動の重症度を S1 の R1 に対
する比で表した値が迷入再生率である. 
一方、病的共同運動には目から口、あるいは口から目などの様々なパターンがある。最も不快

なのは、口から目の共同運動で、ミラーバイオフィードバック療法もこれを最重要の課題として
いる。 
しかし、迷入再生率が、病的共同運動のそれぞれのパターンにおいてもどの程度反映されるか

は不明であった。そこで、病的共同運動のそれぞれのパターンにおいても、評価となりうるかは
あきらかにすることを目的に、迷入再生率と、病的共同運動のパターンを評価できる Sunnybrook
法の病的共同運動スコアとの関連を調べた。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 適応患者の予測の方法 
 対象は 2015 年 1 月から 2021 年 12 月に大阪医科薬科大学病院を受診し、末梢性顔面神経麻痺
の診断を受けた患者のうち、発症時に ENoG が施行され、かつ治癒または発症後 1年以上観察で
きた 573 例とした。ENoG の正中法の記録は、導出電極を人中に、基準電極をオトガイ隆起部に
設置して行った。診療録から、治療終了時あるいは、１年経過した時点で、閉眼時、口運動時の
いずれかで、臨床的に病的共同運動を認めた場合に「病的共同運動あり」と判断した。ENoG 値
における病的共同運動が合併率を 5％ごとに調べた。そして ENoG 値 40%前後（30－50％）におけ
る感度と特異度を調べ、理想的なカットオフ値を検討した。 



 
(2)  至適開始時期の研究の方法 
 2020 年 1 月～2021 年 12 月の間に当院で治療を受けた患者のうち、経過観察中に病的共同運
動を認めた 43 例の発症時期を診療録から調べた。対象患者の発症時の ENoG 値と病的共同運動
の発症時期との関連を Pearson の相関係数を用いて調べた。 
 
(3) 病的共同運動の評価法の研究の方法 
対象は ENoG が 10％以下で、かつ発症後 8ヵ月時になんらかの病的共同運動が出現していた患

者とした。発症 8 カ月で瞬目反射における迷入再生率を測定した。病的共同運動のパターン別の
重症度は、臨床的評価である Sunnybrook 法の病的共同運動スコアを用いた以下の方法で判定し
た。目から口の病的共同運動では、弱閉眼での点数を「閉眼 SB スコア」として重症度を評価し
た。一方、口から目の病的共同運動では、微笑、上唇挙上、口すぼめの 3つの合計点を「口運動
SB スコア」として評価した。迷入再生率が目から口への病的共同運動を反映するかをみるため
に、迷入再生率と閉眼 SB スコアとの関係を調べた。一方、迷入再生率が口から目への病的共同
運動を反映するかをみるために、迷入再生率と口運動 SB スコアとの関連を調べた。関連性は
Spearman 順位相関係数を用いて解析し有意水準は 5%未満とした。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 適応患者の予測の研究成果 
顔面神経麻痺患者 of the 573 人中 128 人 (22.3%) 

に病的共同運動が合併していた。正中法 ENoG 値で 45% 
以下であれば、病的共同運動が起こる可能性が、感度
100％で予想できることが明らかとなった(表1)。ENoG値
45%での感度は 39.8%と低かったものの、リハビリの対象
患者をスクリーニングするには、感度 100％の 45％がカ
ットオフ値として適切であると考えられた。つまり、発
症時の正中法 ENoG値で45％以下の患者がリハビリの適
応になることが明らかとなった。 
 
(2) 至適開始時期の研究成果 
病的共同運動発症時期 1～9 か月（平均 5.2 か月）で

あったが、時期にはばらつきが多かった。(図 1)。ENoG
値と病的共同運動発症時期の関係については、相関係数 
-0.001（p<0.001）（Pearson の相関係数）となり相関関
係は認めなかった。そのため、ENoG 値から病的共同運動
の発現時期を予測することは困難と考えられた。つま
り、病的共同運動が出現する前におこなわれるミラーバ
イオフィードバック療法の至適開始時期を ENoG 値から
予測することは困難であることが示唆された。 
 
(3) 病的共同運動の評価法の研究成果 
迷入再生率と閉眼 SB スコアとの相関係数は、0.53

（p<0.001）と有意な相関が認められた (図 2)。一方、
迷入再生率と口運動 SB スコアとは有意な相関は示さなかった(p=0.25) (図 3)。迷入再生率は、
Sunnybrook 法の病的共同運動スコアを用いた臨床所見の重症度と、目から口への共同運動では
相関するが、口から目への共同運動では相関しないことが示された。迷入再生率は、口から目の
評価には適さず、目から口の評価に有用であることがわかった。 
 



 
研究成果のまとめ 
リハビリの適応になる患者は ENoG45％以下の患者を対象とするとよいことがわかった。病的

共同運動の発症時期は平均 5.2 か月であったがばらつきも多く、さらに ENoG から病的共同運
動の発症時期を予想することは困難であることが示唆された。また、病的共同運動を評価すると
きに、迷入再生率を用いるときは、目から口の評価には有用であるが、口から目の評価には不適
であることに留意すべきであることが分かった。 
これら一連の研究成果により、リハビリテーション治療を効率的に行うのに有用な知見が示

された。病的共同運動は完全に治癒させることは難しいが、今回得られた知見により効率的にリ
ハビリ行うことができれば、その予防と改善を促進することができる可能性がある。また、今回
の知見は、病的共同運動の原因とされる顔面神経の興奮性に対するリハビリの効果といった今
後の生理学的な研究においても有用であると考えられる。 
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